
戦略目標：資源循環・エネルギーミニマム型社会システムの構築 
 
  京都で開催されたＣＯＰ３の結果等を踏まえ、我が国としても、今後人類が、真に豊か

で快適な生活を実現し、維持していくためには、人類の存亡に関わる地球温暖化等による

環境の破壊を来すことなく、種々の人間活動の生態系への影響を極力低減し、持続可能な

発展を行うことが重要である。 
 このためには、資源を循環させるシステムやエネルギー消費を極力抑えた効率的利用シ

ステムの構築を目指すこととし、地球温暖化ガスの新しい抑制技術の開発、環境を配慮し

た製品設計技術の開発、生物機能を活用した環境関連技術等の開発が期待される。また、

このような新しい環境関連技術の中から次世代の革新技術が創出され、環境ビジネスが形

成されていき、それらを通じて新しいシステムの構築を図っていくことが必要である。 
 したがって、戦略目標を、持続可能な社会発展を目指す「資源循環・エネルギーミニマ

ム型社会システムの構築」とする。 
 


